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【新⼤学⼊試の 3 つのパターン】 

これまで これから 
名称 実施⽇ 合格発表 ⼊試名称 実施⽇ 合格発表 
指定校推薦 

公募制推薦 

⾃⼰推薦 

11 ⽉ 1 ⽇以降 ⾃由 学校推薦型選抜 11 ⽉ 1 ⽇以降 12 ⽉ 1 ⽇以降 

AO ⼊試 8 ⽉ 1 ⽇以降 9 ⽉ 1 ⽇以降 総合型選抜 9 ⽉ 1 ⽇以降 11 ⽉ 1 ⽇以降 

⼀般⼊試 翌 2 ⽉ 1 ⽇以降 4 ⽉ 20 ⽇まで ⼀般選抜 2 ⽉ 1 ⽇以降 3 ⽉ 31 ⽇まで 

 
新⼤学⼊試が⾏われるようになった背景には、少⼦化、国際競争が進む中で⼤学教育の転換が不可⽋ 
⾼校教育を変えると同時に、⾼校と⼤学をつなぐ⼤学⼊試も⼀体的に改⾰をする必要がある 
⼤きな柱は【学⼒の 3 要素】をバランス良く育むことが必要となっている 
 
→国際競争⼒の低下の現実は、⽇本のトップ⼤学の東京⼤学が世界でみると 36 位という位置づけにあること
からもわかる。 
 
 
 
 
【学⼒の 3 要素】 
① 知識・技能の確実な習得 

現在の⼤学⼊試で主に問われている要素であり、何を理解しているか、何ができるかを習得することを⽬
的としています 

② （①を基にしつつ）思考⼒・判断⼒・表現⼒ 
① の習得を前提としつつ、その習得した知識を基に⾃分の考えを形成し⽬的に応じて適切に使い分けた

り、多様な考えを理解したりする⼒を養成することを⽬的として使います 
③ 主体性を持って多様な⼈と協働して学ぶ態度 

どのように社会・世界と関わり、多様性を尊重する態度と互いのよさを⽣かして協働する⼒、持続可能な
社会づくりに向けた態度、リーダーシップやチームワーク、感性、優しさや思いやりなど、⼈間性等に関
するものを養成することを⽬的としています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3 つの⼊試パターンの主な変更点 

 
【⼊試スケジュール】 

 
3 パターンとも共通テストレベルの勉強を続ける必要があります 
【各⼤学の⼊試スケジュール】 
◎福井⼤学

 
 
◎福井県⽴⼤学 

名称 ８⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉

現在 AO⼊試 出願
(８/１以降）

総合型選抜
出願

(9/1以降）

発表

（11/1以降）

現在
推薦⼊試

指定校推薦

出願

（11/1）以降

学校推薦型選抜
発表

(12/1以降）

現在 ⼀般⼊試
発表

(〜4/20）

⼀般選抜
試験

(2/1〜3/25）

発表

(〜3/31)

発表（設定無し）
１０⽉以前が42％

変更後

変更後

変更後

【評価】調査書等の出願書類だけでなく、各⼤学が実施する評価⽅法or共通テストのうち少なくとも いずれか⼀つの活⽤を必須化
発表（設定無し、
11⽉が42％）

【評価】調査書等の出願書類だけでなく、各⼤学が実施する評価⽅法or共通テストのうち少なくとも いずれか⼀つの活⽤を必須化

試験
(2/1〜4/15)

【評価】調査書や志望者本⼈が記載する資料等も重視

⼤
学
⼊
学
共
通
テ
ス
ト



 
 
◎仁愛⼤学 

 
 
◎福井⼯業⼤学 

 
 
 
 
【私⼤の難化傾向について】 

福井県⽴⼤学 令和3年度⼊試 （▲願書提出期限   ◎試験⽇  ☆合格発表  ■⼿続き最終⽇）

共通テスト

学校推薦型選抜 ✕ ▲11/10 ◎11/21.22 ☆12/１ ■12/８

総合型選抜(創造農学科) ✕ ▲10/8 ☆10/23（⼀次） ◎11/22 ☆12/１ ■12/８

総合型選抜(海洋⽣物資源学科) ✕ ▲10/8 ☆10/23（⼀次） ◎11/21.22 ☆12/１ ■12/８

⼀般選抜 前期⽇程 ◯ ▲2/5 ◎2/25 ☆3/6

⼀般選抜 後期⽇程 ◯ ▲2/5 ◎3/12 ☆3/21

10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

仁愛⼤学 令和3年度⼊試 （▲願書提出期限   ◎試験⽇  ☆合格発表  ■⼿続き最終⽇）
9⽉

学校推薦型選抜 ⼈間学部 ▲11/9 ◎11/15 ☆12/1 ■12/15

学校推薦型選抜 ⼈間⽣活学部 ▲11/10 ◎11/14 ☆12/1 ■12/15

総合型選抜   ▲9/29 ◎10/3 ☆11/2 ■11/19

⼀般選抜    前期 ▲1/26 ◎2/1 ☆2/13 ■3/10

⼀般選抜    後期 ▲3/2 ◎3/6 ☆3/11 ■3/22

⼤学⼊学共通テスト利⽤ Ⅰ期 ▲1/26 ☆2/13 ■3/10

⼤学⼊学共通テスト利⽤ A期 ▲2/10 ☆2/19 ■3/10

⼤学⼊学共通テスト利⽤ Ⅱ期 ▲3/2 ☆3/11 ■3/22

⼤学⼊学共通テスト利⽤ Ⅲ期 ▲3/18 ☆3/25 ■3/30

※学校推薦型選抜は ⾯談申込期間と⾯談⽇が設定されている。

10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

福井⼯業⼤学 令和3年度⼊試 （▲願書提出期限   ◎試験⽇  ☆合格発表  ■⼿続き最終⽇）

学校推薦型選抜 Ⅰ期（併願） ▲11/13 ◎11/21 ☆12/１ ■12/14（⼀次） ■1/8（⼆次）

学校推薦型選抜 Ⅱ期（併願） ▲12/10 ◎12/19  ☆12/26 ■1/8

総合型選抜   Ⅰ期（専願） ▲10/16 ◎10/24 ☆11/7 ■12/14（⼀次） ■1/8（⼆次）

総合型選抜   Ⅱ期（専願） ▲12/11 ◎12/19  ☆12/26 ■1/8

総合型選抜   スポーツ ▲10/15 ◎10/24 ☆11/7 ■12/14（⼀次） ■1/8（⼆次） ■2/24（⼀次） ■3/10（⼆次）

⼀般選抜    Ⅰ期 ▲1/25 ◎2/4.5.6 ☆2/15

⼀般選抜    Ⅱ期 ▲1/26 ◎3/5 ☆3/13 ■3/22

⼤学⼊学共通テスト利⽤ Ⅰ期 ▲1/29 ☆2/15 ■2/24（⼀次） ■3/10（⼆次）

⼤学⼊学共通テスト利⽤ Ⅱ期 ▲3/３ ☆3/13 ■3/22

⼤学⼊学共通テスト利⽤ Ⅲ期 ▲３/18 ☆3/24 ■3/30

※総合型選抜の出願に関しては エントリー期間→⾯談⽇が設定されている

10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉



2016年度から段階的に始まった私⼤の⼊学定員厳格化により、各⼤学が合格者を絞る傾向にあります、 
それにより、倍率の上昇、合格最低点の上昇などの現象が起こり、国公⽴より⼊りにくいという減少が起きま
した。 
その結果より安定志向を求め上位層が⼊りたい⼤学から、⼊れる⼤学へシフトし、押し出される形で中堅層が
不合格になるという事例が多発しております。 

 
 
【楽をしないという選択】 
推薦等でできるだけ早く進学先を決めたいという傾向が特に今年は強いです。安定志向になるのはこのご時世
仕⽅のないことであるとは思います。 
ただ 11⽉や 12⽉に合格をした段階で勉強を辞めてしまったら、⼀番伸びる時期に成⻑の機会を放棄すること
になります。 
 
例として東京理科⼤学に AO⼊試で⼊学した⽣徒が、1 年間の間で 50％型が退学している。 
学⼒についていけないのが原因。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学⼒の伸びは⾜し算ではありません。 

⼊学定員の超過措置
定員規模 8,000人以上 4,000人以上～8,000人未満 4,000人未満

2015年度以前 1.2倍以上 1.3倍以上

2016年度 1.17倍以上 1.27倍以上 1.3倍以上

2017年度 1.14倍以上 1.24倍以上

2018年度 1.1倍以上 1.2倍以上

2019年度〜2021年度 当初1.0倍 →2018年度と同様になった

学校推薦型選抜・総合型



途中から⼤きく伸びて合格点に近づいていきます、8 ⽉や 9 ⽉の時点で E判定だとしても諦める必要は全くあ
りません。最後まで諦めずに努⼒していくことが重要になってきます。 

 
 
 
 


